
研究補助職・その他 研究・開発職

米国にみる大学・大学院での教育システム

修了

修了

卒業

研究機関

入学選抜

＜学部教育＞

＜大学院教育＞

【修士コース】 【修士・博士
　一貫コース】

２年
１年

適性試験

①ダブルMajorの取得
　進路変更の容易化
　進学する上で、学部成績を重視
②意欲ある学生を伸ばすシステム
　　（若い時期から研究室訪問、論文作成）

③GRE・TOEFL（複数回受験可）
④エッセイ＋推薦書の選抜形式
⑤外部の大学からの学生を優先

⑥コアコースの履修
⑦自己の研究のプレゼンテーション
⑧プロポーザル訓練
⑨キューム（抜き打ち式筆記試験）

※著書：第１章、第４章より
(METI 三上健児氏 作成資料を修飾）１年

２年
３年
４年

経済的サポート
無し

１年
２年
３年
４年
５年

RAサポート
（研究報酬）

TAサポート

民間企業



米国における競争的科研費の評価体制

ＣＳＲ
（申請書を区分するセクション）

＜審議＞

研究テーマの申請
（実際はＳＰＡＯを通じた申請）
　※申請時期は年３回 予算交付

咏呷

咯

※ 研究者（PI） はPOと連絡・相談をと
ることができる。（結果概要、助言も）

共通ファシリティ等
研究協力室によるサポート
給与システム（９ヶ月）

テニュア
審査

├├

咏呷

咯

咏呷

咯

スタディセクションの数は２００以上

審査員３人
各審議者で
５分程度説明

２０～３０人程度
コーディネータ
（NIH研究者）

審査委員長

ＲＡによる
経済的支援

ＮＩＨ部局
（予算を配分するセクション）

研
究
環
境
の

　
サ
ポ
ー
ト 研究機関

への収入

間接経費
（直接経費の
50～100％）

※著書：第１章、第４章より
(METI 三上健児氏 作成資料を修飾） ＜大学（研究機関）＞

スタートアップ資金
大
学
事
務
局



ＣＳＲ
（申請書を区分するセクション）

＜審議＞

F32（研究テーマ）の申請
（実際はＳＰＡＯを通じた申請）
　※申請時期は年３回 予算交付

咏呷

咯

共通ファシリティ等
研究協力室によるサポート
給与システム（９ヶ月）

├├

咏呷

咯

咏呷

咯

Ｆスタディセクションの数は１３

審査員３人
各審議者で
５分程度説明

２０人程度
コーディネータ
（NIH研究者）

審査委員長

ＮＩＨ部局
（予算を配分するセクション）

研
究
環
境
の

　
サ
ポ
ー
ト 研究機関

への収入

間接経費
（直接経費の
50～100％）

※著書：第１章、第４章より
(METI 三上健児氏 作成資料を修飾） ＜大学（研究機関）＞

大
学
事
務
局

ポスドク・フェローシップの申請と評価体制

Ruth L. Kirschstein National
Research Service Awards (NRSA)
http://grants1.nih.gov/training/nrsa.
htm#fellowships

F32
（individual post-doctoral fellowship)
F31
（individual pre-doctoral fellowship)

http://www.csr.nih.gov/Roster_proto/Fellowship_section.asp
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